
２００７年１２月１９日 

中日本高速道路㈱ 保全・サービス事業本部 

 

年末年始時期の高速道路渋滞予測について 

 

 NEXCO中日本は、年末年始時期[２００７年１２月２６日（水）～２００８年１月８日

（火）の１４日間]の高速道路渋滞予測をまとめ、先日１１月３０日に発表させていただい

たところですが、年末年始時期が近づいたことから再度お知らせさせていただきます。 

 お客様の出発時間を渋滞のピークが予測される時間帯の前後にずらすなど、ゆとりのあ

る旅行計画づくりにお役立て下さい。 

 

 

■渋滞予測について《渋滞発生の傾向》 
 

【NEXCO中日本版】 
今年の年末年始の特徴として、帰省のＵターンなどによる渋滞が下り線では１月３日

（木）、上り線では１月２日（水）から５日（土）に多く発生すると予測しています。ま

た２０km 以上の長い渋滞が、特に上り線の１月２日（水）から３日（木）に東名高速、

名神高速、中央道、東名阪道、東海北陸道で発生すると予測しています。 

 

【全国版】 
今年の年末年始の特徴として、帰省のＵターンなどによる渋滞が上り方面の１月２日

（水）と１月３日（木）に多く発生すると予測しています。また２０km以上の長い渋滞

を、東名高速、名神高速、中央道、東名阪道、中国道、山陽道などで発生すると予測し

ています。 

 

 

■2007年 11月 30日 記者発表資料（添付） 
 

【NEXCO中日本版】＜別紙―１参照＞ 
年末年始時期の高速道路渋滞予測 

 ～下り線は３日（木）、上り線は２日（水）～５日（土）がピーク～ 

 

【全国版】＜別紙―２参照＞ 
年末年始時期の高速道路における渋滞予測 【全国版】 

この期間の主な渋滞のピークは、上り方面のＵターン時期に集中 
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